
   

平成28年３月23日 

各  位 

 

会  社  名   南 海 電 気 鉄 道 株 式 会 社 

代 表 者 名   取 締 役 社 長  遠 北  光 彦 

（コード番号 9044） 

問 合 せ 先   執行役員経理部長 田内 信彦 

（ T E L  0 6 - 6 6 4 4 - 7 1 4 5 ） 

 

減損損失の計上及び通期業績予想の修正並びに配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、平成28年３月期第４四半期（平成28年１月１日～平成28年３月31日）において、特別損失として

固定資産の減損損失を計上する見込みとなりましたので、平成27年10月30日に公表した通期業績予想の修正と

ともに、下記のとおりお知らせいたします。 

また、本日開催の取締役会において、平成27年４月30日に公表した平成28年３月期の配当予想を下記のとお

り修正することを決議いたしましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 減損損失の計上について 

    平成28年３月期第４四半期（平成28年１月１日～平成28年３月31日）において、当社が沿線に保有す

る賃貸物件（南海堺東ビル）及び連結子会社が保有する一部の固定資産について、収益性の低下が見られた

ことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額する見込みとなりました。 

この結果、特別損失として減損損失を個別で88億円、連結で90億円計上する見込みです。 

 

２．通期業績予想の修正について 

 

（１）平成28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

２１８，１００

百万円

２９，８００

百万円

２４，３００

百万円 

１５，４００ 

円 銭

２７．１７

今回発表予想  （Ｂ） ２１８，６００ ３１，５００ ２６，４００ １１，９００ ２０．９９

増 減 額（Ｂ－Ａ） ５００ １，７００ ２，１００ △３，５００ － 

増 減 率  （％） ０．２ ５．７ ８．６ △２２．７ － 

(ご参考) 前期実績 

(平成27年３月期) 
２１０，９９５ ２８，１１８ ２２，００１ １７，４６７ ３２．５８

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）平成28年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

９３，１００

百万円

１９，３００

百万円

１４，８００

百万円 

９，８００ 

円 銭

１７．２９

今回発表予想  （Ｂ） ９４，１００ １９，０００ １４，７００ ４，６００ ８．１１

増 減 額（Ｂ－Ａ） １，０００ △３００ △１００ △５，２００ － 

増 減 率  （％） １．１ △１．６ △０．７ △５３．１ － 

(ご参考) 前期実績 

(平成27年３月期) 
９２，２３４ １８，１５９ １２，４８０ １０，２２８ １９．０８

 

（３）修正の理由 

   通期の連結業績予想については、営業収益は、運輸業において空港関連輸送が好調に推移していることか

ら前回予想を上回る見込みであります。利益面では、運輸業における増収に伴う増益に加え、燃料価格の下

落や、建設業における利益率の改善もあり、営業利益、経常利益は、それぞれ前回予想を上回る見込みであ

ります。しかしながら、親会社株主に帰属する当期純利益は、平成28年度税制改正で予定されている法定

実効税率の変更に伴う法人税等調整額の減少を見込むものの、特別損失として上記の減損損失の計上が見込

まれることにより、前回予想を下回る見込みであります。 

   通期の個別業績予想については、営業収益は、空港関連輸送が好調に推移していることから前回予想を上

回る見込みであります。一方で、利益面では、修繕費等費用の増加により、営業利益、経常利益とも、前回

予想を下回る見込みであります。また、当期純利益は、平成28年度税制改正で予定されている法定実効税

率の変更に伴う法人税等調整額の減少を見込むものの、特別損失として上記の減損損失の計上が見込まれる

ことにより、前回予想を下回る見込みであります。 

 

３． 配当予想の修正について 

 

（１）配当修正の理由 

当社の利益配分につきましては、長期にわたる安定的な経営基盤の確保と財務体質の強化に努めつつ、収

益のさらなる向上をはかることにより、株主の皆さまに対して安定的な配当を行うことを基本方針としてお

ります。 

この基本方針に基づき、当期は上記の減損損失の計上があるものの、堅調に推移する足元の業績動向や安

定した収益基盤が確立しつつある状況等を総合的に勘案いたしました結果、株主の皆さまへの利益還元を重

視し、平成28年３月期の１株当たり期末配当金は、前回予想において１株当たり５円としておりましたが、

１円増配の１株当たり６円とさせていただく予定であります。 

なお、本件につきましては、平成28年６月開催予定の第99期定時株主総会に付議する予定であります。 

 

（２）修正の内容 

 年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

(平成27年4月30日発表) 

円 銭

－   

円 銭

０．００

円 銭

－   

円 銭 

５．００ 

円 銭

５．００

今回修正予想 － ０．００ － ６．００ ６．００

当 期 実 績 － ０．００ －   

前 期 実 績 

(平成27年３月期) 
－ ０．００ － ６．００ ６．００

 ※平成27年３月期期末配当金の内訳 普通配当５円、記念配当１円 

 

（注）上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


